福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	ヒトおよび鶏肉由来の基質特異性拡張型βーラクタマーゼ産生大腸菌の
薬剤感受性およびβ-ラクタマーゼ遺伝子型解析

	学会名
	第82回日本感染症学会

	発表者名
	石畒　史（保健衛生部）

	開催場所
	松江市　島根県民会館

	発表日時
	平成２０年４月１７日(木)

	発表内容
	　セフォタキシムに耐性または中間の感受性を示す福井県内のヒトおよび市販鶏肉由来大腸菌について、CTX-M-1、CTX-M-2、CTX-M-8およびCTX-M-9各グループの基質特異性拡張型β―ラクタマーゼ(ESBL)遺伝子型別をPCRで行った。その結果、ヒト由来13株のうちCTX-M-2 typeが1株、CTX-M-9 typeが12株で、鶏肉由来の22株のうち、CTX-M-1 typeが5株、CTX-M-2 typeが11株、CTX-M-9 typeが6株であった。12剤の薬剤感受性では、ヒト由来株は平均7.7剤に、鶏肉由来株は5.7剤に耐性を示した。フルオロキノロン系薬剤に耐性を示す株は前者で8株、後者で9株確認された。



